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技術相談 

提供可能技術： 

・二相流体のシミュレーションモデル 

・気泡・液滴の変形，合体のシミュレーションモデル 

・相間物質移動のシミュレーションモデル 

研究内容：  

研究課題 

●連続速度格子気体モデルの化学プロセスシミュレーションへの応用 

●連続速度格子気体モデルの環境流体解析への応用 

●化学反応を伴う多成分・多相流体のシミュレーションモデルの開発 

 

研究シーズ 

流体力学セルオートマトンは，仮想粒子の運動によって流動現象を模擬する流体モデルであり，従来の Navier–Stokes 

方程式の数値計算を中核とする手法に比べ，以下のようなアドバンテージを有しています。 

• 計算アルゴリズムが単純で，高速な計算が期待できる。 

• 形状が複雑な流路への適応が容易である。 

• 自発的な相形成が実現可能であるため，界面探索などの手続が不要である。 

代表的な流体力学セルオートマトンには，1980 年代半ばに開発された格子気体法および 1990 年代初頭に開発された

格子ボルツマン法がありますが，本研究で取り扱う連続速度格子気体法は，1990 年代末に提案された，比較的新しい

モデルであり，先行するモデルと比較して， 

• 流体の物性値の設定が容易である。 

• 単純なベクトル計算から成るため，2 次元問題と 3 次元問題がほぼ同一のアルゴリズムで取り扱える。 

などの利点を持ちます。当研究室ではこれまで， 

• 非混和性 2 成分流体の相分離 

• 液滴の浮力場での上昇運動および 剪断場での液滴の変形・分裂現象 

• 混和性 2 成分流体の拡散現象 

• 界面不安定現象 

などのシミュレーションに本手法を用い，その有用性を実証しました。現在は，化学反応モデルの開発とともに，定量性

の向上を目指した研究を行っています。 
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